
平成２９年（２０１７年）１月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

「市民と議会の意見交換会」
を開催しました

意見書意見書意見書
　１２月定例会では３件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

パ
ナ
マ
文
書
を
め
ぐ
り
、
富
裕
層

や
大
企
業
に
よ
る
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ

ン
を
利
用
し
た
税
逃
れ
へ
の
批
判
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ナ
マ
文
書
は
、
１
千
百　

万
件

５０

に
上
る
大
量
の
文
書
や
メ
ー
ル
な
ど

の
デ
ー
タ
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
の
民
間
団
体
タ
ッ
ク
ス
・
ジ

ャ
ス
テ
ィ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推

計
に
よ
れ
ば
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

に
秘
匿
さ
れ
て
い
る
資
金
量
は
、
日

本
の
国
家
予
算
の　

倍
の
３
千
兆
円

３０

規
模
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ナ
マ
文
書
に
は
日
本
の
約　

の
４００

個
人
や
企
業
の
情
報
が
含
ま
れ
、
タ

ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
の
ケ
イ
マ
ン
諸
島

に
日
本
企
業
が
保
有
し
て
い
る
投
資

残
高
は
約　

兆
円
に
上
る
な
ど
、
巨

６５

額
な
税
逃
れ
が
国
家
財
政
を
脅
か
す

深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

富
裕
層
や
大
企
業
の
税
逃
れ
を
許

す
こ
と
と
な
れ
ば
、
政
府
に
対
す
る

信
頼
は
損
な
わ
れ
、
人
々
は
租
税
負

担
に
抵
抗
し
、
累
積
債
務
は
増
大
こ

そ
す
れ
減
少
し
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
、
国
家
は
も
と

よ
り
自
治
体
に
対
す
る
不
信
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
公
正
な
税

制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
国
会
及
び
関

係
行
政
庁
に
対
し
、
当
面
の
対
策
と

し
て
次
の
施
策
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

１　

パ
ナ
マ
文
書
の
詳
細
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す

る
こ
と
。

２　

国
際
的
な
税
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
租
税
回
避
の
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
対
応
に
加

え
、
国
際
的
な
議
論
の
場
の
設
置
も

検
討
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
あ
て

 　

第
７
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に

向
け
た
制
度
改
正
の
議
論
が
、
社
会

保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
で
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
の
議
論
の
争
点
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
軽
度

と
さ
れ
る
方
に
対
す
る
負
担
と
給
付

の
見
直
し
で
す
。

　

要
介
護
１
、
２
の
方
に
と
っ
て
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
重
度
化
の

予
防
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
保
険
給
付
か
ら
外
す
こ
と
は
、

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
脅
か
す
ば
か

り
で
な
く
、
結
果
的
に
は
介
護
度
が

重
く
な
り
将
来
的
な
給
付
費
の
増
大

に
つ
な
が
り
、
む
し
ろ
制
度
の
持
続

可
能
性
に
対
し
て
逆
効
果
で
あ
る
と

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市

部
で
は
、
今
後
ひ
と
り
暮
ら
し
や
認

知
症
の
高
齢
者
が
急
増
す
る
こ
と
が

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

お
い
て
の
生
活
援
助
、
福
祉
用
具

等
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

政
府
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
政
府
の
掲
げ
る
介
護
離
職

ゼ
ロ
も
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
し
、

早
期
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

ら
れ
る
基
盤
整
備
が
あ
っ
て
こ
そ
で

す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
要
介
護
１
、

２
の
当
事
者
が
在
宅
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
家
族
の
介

護
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
事
項

を
求
め
ま
す
。

１　

要
介
護
１
、
２
に
対
す
る
生
活

援
助
や
福
祉
用
具
貸
与
等
の
給
付
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
自

立
を
支
援
し
、
介
護
の
重
度
化
を
防

ぐ
と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
に
沿
っ

て
介
護
が
必
要
な
方
の
生
活
を
支
え

る
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

２　

そ
の
他
の
制
度
見
直
し
に
つ
い

て
も
、
平
成　

年
改
正
の
影
響
を
十

２７

分
に
調
査
、
検
証
し
た
上
で
慎
重
に

検
討
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
あ
て

 　

本
年
５
月　

日
、
沖
縄
県
で
米
軍

１９

属
に
よ
る
女
性
遺
体
遺
棄
事
件
が
起

き
た
こ
と
は
、
悲
し
み
と
怒
り
を
禁

じ
得
な
い
出
来
事
で
す
。
沖
縄
県
で

は
戦
後
一
貫
し
て
米
軍
人
・
軍
属
に

よ
る
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平

成
７
年
の
米
軍
人
に
よ
る
少
女
暴
行

事
件
を
き
っ
か
け
に
沖
縄
県
に
集
中

す
る
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
や
、

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る

声
が
高
ま
り
、
日
米
地
位
協
定
に
つ

い
て
は
、
運
用
を
改
善
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後

も
犯
罪
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
事
件
で
も
基
地
が
あ
る
ゆ

米
軍
人
・
軍
属
等
へ
の
綱
紀
粛
正
及
び

事
故
、犯
罪
の
防
止
に
向
け
た
実
効
あ
る

施
策
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

小
平
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

施
策
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
を
不
採
択
、
１
件

１２
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
１
件
の
請
願

を
採
択
し
ま
し
た
。
陳
情
は　

件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳

１３

情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
の
請
願
事
項
及
び
継
続
審
査

と
な
っ
た
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

市
は
、
市
内
事
業
者
に
お
け
る

実
態
や
女
性
の
就
労
に
関
す
る
状
況

等
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
行
い
、

市
と
事
業
者
が
具
体
的
な
提
案
や
施

策
を
牽
引
す
る
た
め
の
意
見
交
換
の

場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

２　

市
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
ア
ッ

プ
な
ど
を
掲
げ
た
小
平
市
特
定
事
業

主
行
動
計
画
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
こ
だ
い
ら

女
性
活
躍
編
等
を
市
内
事
業
者
に
具

体
的
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
啓
発

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

３　

市
は
、
市
民
に
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
毎
年
６

月
の
男
女
共
同
参
画
週
間
に
合
わ
せ

て
、
庁
舎
正
面
玄
関
横
に
懸
垂
幕
を

上
げ
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
大
沼
町
三
丁
目

小
平
市
女
性
の
つ
ど
い　

代
表

森
野　

や
よ
い

パ
ナ
マ
文
書
の
徹
底
調
査
等

を
求
め
る
意
見
書

え
の
事
件
と
い
う
沖
縄
県
民
の
怒
り

の
声
が
示
す
よ
う
に
、
沖
縄
県
の
基

地
負
担
軽
減
が
十
分
で
な
く
実
効
性

の
あ
る
対
策
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は

米
軍
人
・
軍
属
等
へ
の
綱
紀
粛
正
及

び
事
故
、
犯
罪
の
防
止
に
向
け
た
実

効
あ
る
施
策
を
講
ず
る
た
め
に
、
次

の
事
項
を
関
係
行
政
庁
に
強
く
求
め

ま
す
。

１　

遺
族
へ
の
謝
罪
及
び
完
全
な
補

償
を
行
う
こ
と
。

２　

米
軍
人
・
軍
属
等
へ
の
一
層
の

綱
紀
粛
正
及
び
教
育
を
徹
底
的
に
行

う
な
ど
、
再
発
防
止
に
向
け
て
実
効

あ
る
抜
本
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

３　

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
や
在

沖
縄
米
軍
基
地
の
段
階
的
な
整
理
・

縮
小
な
ど
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防

衛
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
沖

縄
及
び
北
方
対
策
）
あ
て

 　

本
号
か
ら
、
市
議
会
だ
よ
り
は
一

般
質
問
の
記
事
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
ご
と
の
分
類
か

ら
、
議
員
ご
と
の
掲
載
へ
と
変
更
い

た
し
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

市
議
会
の
活
動
を
積
極
的
に
お
知
ら

せ
し
、
議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特

別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地
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FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

　市議会では今年度２回目となる意見交換会を開催しました。今回は、
市内４会場で常任委員会ごとに進めている政策課題調査等に関する報
告をした後、市民の皆さんとそれぞれのテーマに基づいて意見交換を
行いました。
　各会場で多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

　意見交換の内容やいただいたご意見、ア
ンケート結果の詳細については、市議会ホ
ームページ（http://www.city.kodaira. 
tokyo.jp/gikai/）のほか、市役所７階議会
事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆さんとの意見交換の機会を定期的に設けていきます。
多くの方のご参加をお待ちしております。

11月３日（木・祝）「みんなでつくる　（仮称）災害対策基本条例」 
（生活文教委員会班）　 花小金井北公民館　10時から　参加者16人

11月３日（木・祝）「SOS　孤立の防止を考える～広げよう見守りの
輪～」（厚生委員会班）　 御幸地域センター　14時から　参加者12人

11月４日（金）「便利な窓口サービスとは何か」（総務委員会班） 
中島地域センター　19時から　参加者11人

11月６日（日）「自転車が似合う小平のまちづくり」（環境建設委員会
班）なかまちテラス　14時から　参加者16人

▲生活文教委員会班の様子

生
活
文
教
委
員
会

請
願
第
８
号　

小
平
市
立
中
央
公
園
内
の
井
戸

の
修
理
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て

 

１９日　総務委員会行政視察（北海道函館市、室蘭市、
伊達市　２１日まで）

 生活文教委員会行政視察（宮城県石巻市、仙台
市、栃木県宇都宮市　２１日まで）

２５日　多摩六都科学館組合議会
 静岡県富士宮市議会議員視察来庁（議会改革に

ついて）
２６日　厚生委員会行政視察（滋賀県長浜市、京都府南

丹市、滋賀県大津市　２８日まで）
 環境建設委員会行政視察（埼玉県さいたま市、

石川県金沢市、滋賀県甲賀市　２８日まで）
 東京たま広域資源循環組合議会
 

１日　東京都四市競艇事業組合議会行政視察（山梨県
甲斐市）

 奈良県生駒市議会議員視察来庁（放課後子ども
教室推進事業について）

３日　市民と議会の意見交換会
４日　多摩六都科学館組合議会行政視察（江東区）
 市民と議会の意見交換会
６日　市民と議会の意見交換会
７日　にぎわいまちづくり調査特別委員会（立川市視察）
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３委員会
８日　総務委員会
９日　生活文教委員会
１０日　厚生委員会
１１日　環境建設委員会
 東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会

10　　月

11　　月

１４日　秋田県能代市議会議員視察来庁（本会議の運営
等について）

１５日　湖南衛生組合議会
１８日　幹事長会議
２１日　岐阜県羽島市議会議員視察来庁（議会改革と議

会基本条例について）
２２日　小平・村山・大和衛生組合議会
２４日　議会運営委員会
 東京都十一市競輪事業組合議会行政視察（福島

県いわき市、茨城県鹿嶋市　２５日まで）
２５日　小平市都市計画マスタープラン全体構想特別委員会
２８日　昭和病院企業団議会
２９日　１２月定例会初日
 幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
３０日　１２月定例会２日目（一般質問）
 

１日　１２月定例会３日目（一般質問）
２日　１２月定例会４日目（一般質問）
６日　総務委員会
７日　生活文教委員会
８日　厚生委員会
９日　環境建設委員会（市内視察あり）
１３日　広聴広報特別委員会
１４日　幹事長会議
１５日　議会運営委員会
２０日　１２月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

１３日　小平市都市計画マスタープラン全体構想特別委員会
１７日　広聴広報特別委員会

12　　月

1　　月

議 会 日 誌
10月19日～1月17日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌


